
普段、何気なく使っている道路は、私たち

の暮らしを支えています。人や車が通行した

り、電力、電話、ガス、上・下水道など日常

生活に欠くことのできない施設を収容してい

ます。また、災害時には、避難路、火災延焼

の遮断空間としてみんなの命を守ってくれる

など、生活や経済活動にとって重要な役割を

果たしています。

しかし、道路はあまりに身近な存在である

ために、その重要性が見過ごされ、ややもす

ると安易な気持ちでルールを破って使ってし

まいがちです。毎日使う道路だからこそ、誰

もが安心して、また気持ち良く通行できるよ

うに正しく利用したいものです。

市民の皆さん一人ひとりのご協力をお願い

します。

固道路管理課・道路維持課
「新・日本街路樹百景」にも選ばれた常盤平けやき通り

道路は私たちの大切な財産です

ルールを守心り正しく使いましょう

突出看板と日よけなどの占用料

占用料は、物件ご

とに単価を定めて、

表示面積・占用面積

などに応じて算出さ

れます。

専用料金＝単価×面積

道 路占 用料金単価

看板……表示面積１㎡ につき年間5,300 円

日よけ…投影面積1｢T ずにつき年間1,690 円

突出看板と日よけなどの設置基準

人口

男

女

世帯

325]

117]

208]

214 ］

道
路
は
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
で
す
。

個
人
的
に
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
が
、

道
路
（
歩
道
）
に
突
出
し
て
設
置
す
る
看
板
や
囗
よ
け
類
な
ど
は
、
事

前
に
許
可
を
受
け
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
設
置
基

準
（
左
図
）
を
満
た
す
こ
と
と
道
路
（
土
地
）
の
使
用
の
対
価
と
し
て

占
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

膸

道

路
維

持
課
管
理
係

道
路
に
突
出
し
て
看
板
、
日
よ
け
を

設
置
す
る
と
き
は
許
可
が
必
要
で
す

路上に看板を出さない

路上に自 転車を放 置しない

路上を作業場にしない

路上に商品や自動販売機を

置かない

目の不自由な方が安全に歩けるよう

黄色いブロックの上に物を置かない

道路上の「商品置き場」「置き看板」「荷物」「自転車・バイク」

「のぼり旗」「路上作業」は通行の妨げになるだけでなく、災害

等の緊急時には大変危険です。

皆
さ
ん
が
毎
日
使
っ
て
い
る
道

路
に
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

ー
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
・
街
路
灯
・
標
識
・
標

示

な
ど
の
交
通
安
全
施
設
が
設
置

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
交
通
安
全

施
設
を
よ
り
よ
い
状
態
に
保
つ
た

め
、
施
設
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
い
、
交
通
安
全
に
努
め
て

い
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
ら
の
安
全
施
設

の
う
ち
特
に
カ

ー
ブ

ミ
ラ
ー
は
、
車
両
の

接

触

や

い
た

ず

ら

交
通
安
全
施
設
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
か

こ
ん
な
使
い
方
は
困
り
ま
す
！

[道路]
なるほど!豆知識

道
路
は
通
行
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
す

8 月10 日はどうして道の日なの？

大正9年8 月10日、わが国初の道

路改良計画が実施されたからです。

都市の中での街路樹の役割は？

効果は特に大気浄化。並木になる

とその形状から強風、豪雪などの自

然災害防止の役割を期待されおり、

さらに道路の線形を強調したり、予

測される道標としての効果など好環

境づくりに役立っています。

現在、市内にはソメイヨシノ、ケ

ヤ牛、イチョウ、ユリノキなど約30

種類、約13,000 本という数の街路

樹が植えられています。

人 口 と 世 帯　ﾜ 月1日現在

461,272 人 ［＋

234,221 人 ［十

227,051 人 ［十

175,214 世帯［＋

主な内容

囗

は
前
月
比

「限りある水」を大切に使い

ましょう　　　　　　　　 ②

まちづくり活動の情報・メンバー
を募集します　　　　　　　　　　②

緑花清流による

松戸 のふるさと づくり　　 ④ ⑤

･情報チャンネル　　　　　⑥⑦

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
点
検

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す

な
ど
に
よ
り
昨
年
六
百
七
十
八
基

の
補
修
や
修
繕
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
等
に
よ
り
破

損
さ
れ
た
施
設
は
、
原
因
者
負
担

で
復
旧
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
破
損
さ

れ
た
施
設
の
多
く
は
原
因
者
が
判

明
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ

の
た
め
に
多
額
な
補
修
費
が
毎
年

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
の
安
全
確
保
と
経
費
の
節

減
の
た
め
、
共
有
財
産
で
あ
る
安

全
施
設
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
破
損
し
た
安
全
施
設
や

街
路
灯
の
球
ぎ
れ
等
を
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し

ま
す
。

固

道
路
維
持
課
施
設
係

８月10日は道の日道路をまもる月間8 月1日～8月31日



貴重 な水を 大切に使おう。手を洗ったら、蛇口を閉 めるこ とも 忘れずにね

市

で

は
、
住

宅
に

お
困
り

の
低

額

所
得

者

の
皆
さ

ん
に

安
価

な
家
賃

で

住
宅

を
供

給
す

る
た

め
、
千

四
百

二

十
七

戸
の
市
営

住
宅
（
公

営
住
宅

）
を

管
理

し
て

い
ま

す
。

市

営
住

宅
は

、
「
公

営
住

宅
法
」
と

「
松

戸
市

営
住

宅

の
設

置
及

び
管

理

に
関

す

る
条
例
」

に

よ
り
管

理
し

て

い
ま

す

が
、
昨
年

５
月

の
公

営

住
宅

法

の
改
正

を
受

け
、
今

年
６

月

に
市

条
例

を
改
正

し
ま

し
た

。

こ

の
改
正

は

、
主

に
高
齢

化
社

会

な

ど
に
対

応
す

る
こ
と

と

、
市

営
住

宅
本
来
の
目
的
に
添
っ
た
管
理
を
さ

ら
に
進
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

全
土
な
改
正

内
容
）

出
住
宅
の
供
給
方

式
の
多
様
化
等

①
現
在
の
収
入
基
準
等
に
よ
る
第
１

種
・
第
２
種
市
営
住
宅
の
種
別
区
分

を
廃
止
し
、
市
営
住
宅
の

匸
兀
化
を

図
り
ま
し
た
。

②
市
に
よ
る
直
接
建
設
方
式
の
ほ
か

に
、
買
い
取
り
ま
た
は
借
り
上
げ
に

よ
る
も
の
を
市
営
住
宅
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

皆さんが普段何気なく使っている水道の水は、江

戸川の河川水を水源する県営水道や北千葉広域水道

企業団、地下水等を水源とする市営水道からお届け

しています。

江戸川の河川水は、上流に造られたダムによって

生み出されていますが、計画されているダムの一部

しか完成していないため、私たちの水ガメとして十

分な量が確保されているとは言えません。そのため、

水を大量に必要とする夏場だからといっても、多量

の水を川から取ることができず、雨不足による異常

渇水になると皆さんの生活に深刻な影響を与えてし

まいます。

そこで、皆さんにお願いしたいのが夏季の節水で

す。一人ひとりが心掛ければ、その効果は大きくな

ります。

水は大切な資源です。限りある資源を守るため、

節水にご協力をお願いします。

夏北干葉広域水道企業団S345-3211 番、市水

道部庶務課

蛇口の開閉はこ まめに

歯磨きはコップの水で

「
限
り
あ
る
水
」
を

無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん

新
時
代
の
市
営
住
宅
の
管
理
に
向
け
て

市
営
住
宅
管
理
条
例
を
改
正

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

食器は 、ため水洗いで
洗車はバケツ洗いで

お風呂の残り湯は、
洗濯・掃除に再利用

節水は

一人ひとりの心掛け

み ん な の 孚 で 松 戸 を す て き な ま ち に ！

まちづくり活動の情報・メンバーを募集しています

ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
の

情
報
を

お
知
ら
せ
く

だ
さ
い

扉
松
戸
市
都
市
整
備
公
社
で
は
、

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
の
普
及
を
図

る
た
め
、
松
戸
ま
ち
づ
く
旦

父
流
室

を
６
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
や
個
人
の

交
流
の
場
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
流
室
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
活
用
で

き
る
資
料
と
し
て
、
松
戸
で
「
す
て

き
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い

る
皆
さ

ん
の
活
動

情
報
を
収

め
た

（
仮
称
）「
松
戸
を
す
て
き
な
ま
ち
に

す
る
元
気
な
仲
間
カ
タ
ロ
グ
」
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
な
ど
も
豊
富
に
あ
り
、
幅
広
く
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
松
戸
ま
ち

づ
く
り
交
流
室

ま

ち

づ

く

り

の

活

動

の
こ

と

な

ら

、
何
で

も
結

構
で

す
。
皆

さ

ん
の

情

報
を

お
待
ち
し

て

い
ま
す

。

「

市

民

版

ま

ち

づ

く

り

」
を

考

え

る

メ

ン

バ

ー

を

募

集

松

戸

に
生
活

し
て

い
て

、
何

か
も

の
足
り

な
さ
を

感
じ

た
こ
と

は

あ
り

ま

せ

ん
か
？
・
市

民

一
人
ひ
と

り

の
思

い
が

一
つ
に

な
れ

ば
、
大

き
な

エ
ネ

ル

ギ

ー
に
な

っ
て
ま

ち

づ
く

り

に
発

展

し
て

い
き
ま

す

。

地
域

の
こ
と

は
そ

こ
に
住

む
人

々

が
自

ら

考
え

治

め

る

と

い
う

、
「
地

域

自

治
」
の
考
え

に
立

ち

、

わ

が
ま

ち

松
戸

の
理
想

の
将

来

像
の
実

現
に

向

け
て

一
緒

に
行
動

で
き

る

メ
ン

バ

ー
を
募

集
し
ま

す

。

松

戸

の

ま
ち

づ
く

り

に
参

加

し

、

未

来
に
向

け
て

松
戸

を
創
り

、
守
り

、

育

て
て

い
き
ま

せ

ん
か

。

膸
松

戸
ま

ち

づ
く
旦

父
流
室

登
3
6
6
・

6
1
1
3

番

松
戸
ま
ち
づ
く
リ
交
流
室
で

は
、
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
を
お
手

伝
い
し
て
く
れ
る
人
、
交
流
室

の
運
営
ボ
ラ
テ
ィ
ア
、
松
戸
ま

ち
づ
く
リ
連
絡
協
議
会
の
会
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
民
間
活
力
の
利
用
を
含
め
、

平

成

Ｈ
年
３

月

を
入
居

予

定
と
す

る

借
上

市
営

住
宅

の
実
現

に
向

け
て
準

備
中

で
す

。

㈹

入

居

者

資

格

の

的

確

化

市
営

住
宅
の
入
居

対
象

者
の
弓

ち
、

特

に
居
住

の
安
定

が
求

め
ら

れ

る
高

齢
者

、
障

害
者
等

の
皆

さ

ん
の
収
入

基
準

を

一
般
入
居

者

の
収
入

基
準

よ

り
も

緩
和

し
ま
し

た

。

㈲

家

賃

決

定

方

式

の

変

更

現

在

の
市

営

住
宅

の
家
賃

は
、
住

宅

の
建
設

費
用

か
ら
算

出
し

て

い
ま

す

が
、
入

居
者

の
収
入

と
住

宅

の
立

地
条

件

、
規
模

等
に
よ

り
算

出
す

る

方
式

に
変
更

し

ま
す

。

な
お
、

収
入
超

過
者

に

は
、
近

傍

同
種

の
住
宅

の
家

賃
を

限
度

額
と

し

て
入

居
者

の
収
入

に
応

じ
た
家

賃

を

設
定

し
、

高
額
所

得
者

は
、
近

傍
同

種

の
住
宅

の
家
賃

と
し

ま
し
た

。

困

社

会

福

祉

事

業

へ

の

活

用

一
定

の
社
会
福

祉
事

業
を

営
む

社

会
福

祉
法
人

等

が
、
市

営
住
宅

を
住

宅
（
グ
ル

ー

プ
ホ
ー
ム
）
と
し

て
使
用

で
き

る
よ
う

に

な
り
ま

す
。

㈱

損

害

賠

償

請

求

措

置

高

額
所

得
者

、
不
正

入
居

者

・
家

賃
滞

納
者
等

に

、
住
宅

の
明

渡
し

請

求
後

か
ら
明

渡
し

に
至

る
ま

で
、

一

定

の
損
害

金
を

徴
収
で

き

る
よ
う

に

し
ま

し
た

。

㈲

改

正

条

例

の

施

行

日

平
成
1
0
年
４

月
１

日

（
一
部

規
定

・

平
成

９
年
７

月
１

日
）

膸

住
宅

課
住
宅

政
策

係

８
月
2
0日
團

ま
で

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間
」
で
す

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

ゆ
ず
り
あ
い
　
さ
わ
や
か
笑
顔
で
　
交
通
安
全

歯
を
大
切
に

歯
丈
央
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
四
十
四
　
入
れ
歯
で
お
い
し
ぐ
食
べ
る
調
理
の
工
夫

あ
る
程
度
歯
が
な
く
な
っ
て
、

多
ぐ
の
部
分
が
入
れ
歯
に
な
る
と
、

噛
む
力
が
ど
う
し
て
も
弱
く
な
り

ま
す
。
ち
な
み
に
総
入
れ
歯
の
場

合
は
、
全
部
健
康
な
歯
が
あ
る
状

態
を

Ｉ
〇
〇
と
す
る
と
、
だ
い
た

い
三
〇
ぐ
ら
い
の
力
し
か
出
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
歯
茎
の
形

や
、
粘
膜
の
厚
み
な
ど
に
よ
っ
て

幾
分
差
は
あ
り
ま
す
が
、
骨
に
植

わ
っ
て

い
る
歯
に
比
べ
れ
ば
、
は

る
か
に
頼
り
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、
歯
茎
の
上
に
床
を
の
せ

る
と
い
弓
構
造
の
た
め
、
食
べ
物

を
噛
み
潰
す
と
き
に
は
想
像
以
上

に
入
れ
歯
が
動

い
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
訳

で
硬
い
も
の
や
噛
み
切
り
に
く
い

も
の
を
敬
遠
し
て
し
ま
う
お
年
寄

り
が
多
い
よ
う
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
食
べ
に

く
い
物
を
食
べ
や
す
く
す
る
工
夫

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
お
な

じ
み
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ご
家
庭
で
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

て
ん
ぷ
ら
・：
材
料
の
下

ご
し
ら

え

の
「
こ
つ
」
は
す
べ
て
の
も
の
に

深
め
の
切
り
込
み
を
入
れ
る
こ
と

で
す
。
イ
モ
や
青
じ
そ
カ
ど
は
繊

維
を
切
る
よ
う
に
細
か
く
切
り
込

み

を
入

れ
ま
す

。
斜
め

に
切

る
の

も

ポ
イ

ン
ト
で

す
。

豚
カ
ツ
・
：
薄
切
り
肉
を
筋
切
り

し

、
層
に
し

た

も
の
を

カ

ツ
に
し

ま

す
。
切

昨
身

一
枚
よ

り
も

ず

っ

と
柔

ら

か
で
見

た
目

は
豚

カ
ツ
そ

の
も
の
で

す

。

ホ
ウ
レ
ン
草

の
ご
ま
あ
え
・
：
ゴ

マ
は
義

歯
と
歯

茎
の
間

に
挟

ま
る

と
非

常

に
痛
む

も
の
で

す

。
こ

ん

な
悩
み

は
、
市

販
の
練

り

ゴ
マ
を

使
え

ば
解

決
で

す
。
む

し

ろ
練
り

ゴ
マ

の
ほ
う

が
消
化
し

や
す

く
、

一
挙
両

得
で
す

。

こ

の
よ
う
に

、
基
本

的
に

は
素

材

に
し

っ
か
り

包
丁
を

入

れ
る
こ

と

が
重
要

で
す

。
ま

た
、
た

く
あ

ん
な
ど

は
、
あ

る
程
度

の
厚

み

が

あ
っ
た

方

が
食

べ

や
す

い
も

の
で

す
。年

を

と
る
と

、

い
ろ

い
ろ
な
感

覚
が
次

第
に
鈍

く
な

っ
て

き
ま
す

が
、
味

覚
で

は
特
に

、
塩
味

に
対

し

て
感

じ
に
く

く
な

っ
て

い
き
ま

す
。
こ

れ
は
義

歯
を
入

れ

る
入

れ

な

い
に

か
か

わ
ら
ず
起

こ

っ
て
く

る
現
象

で
す

。
香
辛

料
を
上
手

に

使

っ
て

多
少

な
り
と

も
塩
分

を
減

ら
し
て

お

い
し

い
調

理
を
心

掛
け

ま
し
ょ
う

。（
松

尸
歯
科
侯
’慳

石
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「台風がやってくる」

～カスリーン台風50年～

気象予報士

日時…８月31 日(日)午後1時３０分から

会場…松戸市民会館

講師…気象予報士・森田正光氏

定員…１,０００人(抽選)

費用…無料

※駐車場はありませんので、車でのご来場はご

遠慮ください。

松

戸

パ

ー

ト

バ
ン

ク

の

ご

利

用

を

パ
ー
ト

タ
イ

ム

の
求
人

・
求
職

を

あ

っ
せ

ん
す

る
「
松

戸

パ

ー
ト

バ
ン

ク
」
は
国

の
機

関

で
す

。

コ

ン
ピ

ュ

ー

タ
に
よ

る
幅
広

い
就
職

情
報

を
提

供
し

て

い
ま

す
。
ご
利

用
ぐ

だ
さ

い
。

会
場
松
戸

ビ
ル

ヂ
ン

グ
九
階
（
松

戸

駅
西
口
）
　
テ
レ
フ

ォ
ン
サ
上

匕
ス

昔

3
6
3
・
8
1
0
1

番

崑

松

戸

パ

ー
ト

バ
ン
ク

昔
3
6
7
・
8
8

0
0
番

特

許

・

意

匠

・

商

標

な

ん

で

も

１

１

０

番

特

許

・
実
用
新

案

・
意

匠

・
商

標

の
出

願
、
訴

訟

、
調
査

、
外
国

で

の

特

許
取

得

な
ど

の
ほ

か
、
知

的
所
有

権

全
般
に

つ

い
て
弁
理

士

が
無
料
で

相

談
に
応

じ
ま
す

。
電

話
ま

た
は
来

訪
に
て

お
気

軽
に
ご
相

談
く

だ
さ
い
。

月

曜

卜
金
曜
日

午
前
1
0
時

～
正

午

と
午

後
１

時
～
４

時

会
場
弁

理
士

会
特

許
相

談
室
（
車

只
都
千

代
田
区

）

膸

弁

理
士
会

特

許
相
談

室

昔
0
3・
３

５
８

１

・
1
2
1
1

番

匝]８月１５日廊〔必着〕までに 往復ハガキに住所･氏　　 森田 正光氏

名･電話番号を記入して、〒２フＯ-０２東葛飾郡関宿町三軒家143 の４干葉県

立関宿城博物館特別講演会係へ( ハガキ1枚で２人まで)

酣市社会教育課S366-7462 番

ごみは正しく出しましょう

中

学

校

卒

業

程

度

認

定

試

験

1
1月
７

日
童

会
場

千
葉

県

情
報

教
育

セ

ン

タ
ー
　

受

験
賚

楫

山
就

学

義

務
猶
予

免
除

者
ま

た
は

就
学
義

務

猶

予
免
除

者
で

あ

っ
た
人

で
、
平

成

1
0年

３
月
3
1
日

ま
で

に
満

十
五
歳

以

上

に
な

る
人
心
保

護

者

が
尋
常
小

学

校

ま
た

は
国
民

学
校

に
就

学

さ
せ
る

義

務
を

猶
予
ま

た

は
免
除

さ

れ
た
人

②
義

務

教
育

諸
学
校

を
卒

業
で

き
な

か
っ
た

人
（
平
成
1
0年
３

月
3
1日
現

在

満
十

六
歳
以
上

の
人
）
で

、
保
護
者

が

手

続

き
を
し

て
猶

予
ま
た

は
免

除

さ

れ
な

か
っ
た

が
、

猶
予
ま

た

は
免
除

を
受

け

る
こ

と

の
で
き

る
事
酊

が
あ

っ
た
と

文
部

大
臣

が
認

め
た
人

①
義

務
教
育

諸
学

校
に
在

学
し

平

成
1
0年

３

月
3
1日

ま

で
に

満
十
五

歳

に
達
す

る
児
童

・
生

徒
で

、
就

学
さ

せ
る
義

務
の

猶
予
ま

た

は
免
除

を
受

け
る
こ

と

が
で

き

る
事

由
が
あ

る
と
文

部
大

臣

が
認
め

た
人
　

願

書
受
付
９

月
３

日

伽
（
土
・
日

曜
日

を

除
ぐ
）
ま

で

圓

県
教

育
庁
学
校

教
育

部
指
導
課

義

務
教

育
係

容
鵬
・

炳一
・
4
0
5
9

番

４
月
１
日
の
粗
大
ご
み
の
有
料
化
に

伴
い
、
資
源
ご
み
か
ら
粗
大
ご
み
に
分

別

ひ
変
更
に
な
っ
た
品
物
が
、
い
ま
だ

に

ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
よ

く
見
て
、
ご
み
は
正
し
く
集
積
所
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
先
は

粗
人

ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

昔
3
9
1
・
0

0
0
7
番

、
隰
3
9
1
・
0
0
2
2

番

受
付
時
間
月
曜
り
金
曜
日
の
午
前
８

時
3
0分

か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
祝
日
・

振
替
休
日

・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
８
月
1
5日
銜
の

ご
み
の
収
集
・
し
尿

の

く
み
取
り
は
お
休
み
で
す
。

膸
清
掃
業
務
課

遺

児

手

当

８

月

期

分

を

支

給

遺
児
手

当

の
８

月
期

分

（
４

～

７

拜
分

）
を

８
月

Ｈ
日
丱

以
降

に
受

給

者

の
指
定

口
座

に
振
り

込
み

ま
す

。

支
給
額

（
児

童

一
人
に

つ
き

）
片

親

ど
死
別

＝
月

額
五
千

五
百
円

、
両

親

ど
死
別

＝
月

額

一
万

五
百

円

（
８

月

・
1
2月

・
４
月

の
年

三
回

支
給

）

新
た

に
手
当

の
支

給
を
希

望
す

る

人

は
、
申

請
し

て
く

だ

さ
い
。

対
乖

市

内
に
居

住
し

、
父
母

の

Ｉ

方

袤
た
は
両
親
ど
死
別
し
た
児

童
（
中

学

校

卒

業
ま

で

）
を
扶

養

し

て

い

る

人

申
請
に
必

要

な
も
の
①

認

め
印

②
一
ヵ

月
以
内

に
発

行

さ
れ
た

世
帯

全

員
の
住
民
票

禾

籍
芬

す
べ
て
記
載

さ
れ
た
も
の
）
ま

た
は
外
国
人
登
録

済

証

明

書
③

一
ヵ
月

以
内

に
発
行

さ

れ

た
申

請
者
ど

遺
児
記

載

の
戸
籍

謄
本

④
叭

請
者

名
義

の
預

金

通
帳

（
郵
便

局
を

除
ぐ
）

の
表

紙
の
コ

ピ

ー

※
随

時
受
け
付

け

て

い
ま

す

。
手

当

は

申
請

の
翌
月

か
ら

支
給

。
受

給

中

の
人

は
、
手

続
き
不

要
で

す

。

膸

援
護

課

援
護
係

平

成
９
年

度

の
松

戸
市

職
員

採
用

試

験

（
消
防

職

・
専

門
職

）
を

次
の

と
お

り
行

い
ま
す

。

受
験
受

付
９
月

１
日

丱
～
1
2
日
蚩

（
土

・
日

曜
日

を

除
ぐ

）
の
午
前

９

時

～
午

後
４
時
3
0
分
　

辱
苻
釡

場
市
役

所
本
館
二
階
大
会
議
室
　
試
験
日
９

月
2
1日
㈲
午
前
９
時
3
0分
か
ら
車

立

第
一
中
学
校
で

※
必
要
書
類
は
、
本
日
か
ら
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

懿

人
事
課
人
事
係

試験の区分
採用予定
人数

受　 験　 資　 格

消防職 5人程度 ※Ａ･Ｂ･Ｃの人

保母職 8人程度

※Ａ・Ｂの人で、保母の資格を有する人または

平成10 年3 月31 日までに保母の資格を取得

する見込みの人

心理士

吝若干名

※昭和45年∠1月２日以降に生まれた人で、大学

院において心理学の課程を修了した人もし

く は大学において心理学を専攻し卒業また

は平成9年度卒業見込みの人

栄養士

※Ａ・Ｂの人で、栄養士の資格を有する人また

は平成10 年3 月31 日までに栄養士の資格を

取得する見込みの人

理学療法士

※昭和45 年4月２日以降に生まれた人で 、理学

療法士の資格を有する人または平成10 年3

月31 日までに理学療法士の資格を取得見込

みの人で市内の医療機関に勤めていない人

作業療法士

※昭和45 年4月２日以降に生まれた人で 、作業

療法士の資格を有する人または平成10 年3

月31 日までに作業療法士の資格を取得見込

みの人で市内の医療機関に勤めていない人

視能訓練士

※昭和45 年4月２日以降に生まれた人で 、視能

訓練士の資格を有する人または平成10 年3

月31日までに視能訓練士の資格を取得見込

みの人で市内の医療機関に勤めていない人

受験資格

Ａ＝昭和45年4 月２日から昭和引 年4月１日までに生まれた

人で、大学を卒業または平成9年度卒業見込みの人

Ｂ＝昭和4ﾜ年4 月２日から昭和53年∠1月１日までに生まれた

人で、短期大学もしくは高等専門学校を卒業または平成

9年度卒業見込みの人

Ｃ＝昭和49年4 月２日から昭和55年4 月１日までに生まれた

人で、高等学 佼を卒業または平成9年度卒業見込みの人

原

爆

投

下

日

に

は

慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭
和
2
0
年

８
月
６

日
午
前

８
時
1
5

分

広
島

に
、

９
日
午

前
1
1
時
２
分
長

崎
に
原
子
爆

弾

が
投
下

さ
れ
て
か
ら
、

満
五
十

二
年

を
迎
え

ま
す

。

死
没

者

の
め

い
福
と
世

界

の
平

和

を
祈

り
、
各

職
場

や
家

庭
で
、

一
分

間

の
黙

と
弓

を
し
ま

し

ょ
う

。

圓

総

務
部
総

務
課

児

童

扶

養
手

当

・

特
別

児

童

扶

養

手
当

現

況

届

の

提
出

を

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
今
月

上
旬
に
現
況
届
（
更
新
手
続
き
）
の

用
紙
を
送
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出
が

な
い
と
、
８
拜
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ

い
。提

出
期
間
８
月
1
1日
菲
～
９
月
1
0

日
水

圓

児
童

扶
養
手

当

＝
援
護
課
援
護

係
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
し
あ
わ

せ
課
給
付
係

児

童

扶

養

手

当

８

月

期

分

を
支

給
８
月
1
1日
菲
か
ら
郵
便
局
・
銀
行

で
８
月
期
（
４
～
７
月
分
）
の
手
当

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

膸
援
護
課
援
護
係

千

葉

県

国

民

年

金

Ｐ

Ｒ

大

賞

を

募

集テ
ー
マ
国
民

年

金
制
度

を
Ｐ
Ｒ

す

る
も
の
で
、

作
品

に
「
国

民
年

金
」
の

文
字

を
人

れ
た

広
報

で
使
用

す

る
イ

ラ
ス
ト

お
よ

び
四

コ

マ
漫
画
　

対

象

県
内

に
在

住

・
在
勤

・
在
学

の
十

五

歳
以

上

の
人

※
応
募
作

品

は
未

発
表

の
も

の
で

最

大
Ｂ
４

サ
イ

ズ
。
一
人
三
点
ま
で

。

※
人
賞

者
は
1
0月

下
旬

に
発

表
し

。

知
事

賞
等

の
賞
状

を
贈
呈

。

兩

９
月
1
5
日
㈲
〔
必
着

〕
ま
で
に

、
郵

送

で
作
品

の
裏
面
に
応

募
票
（
市
国

民

年

笙
課

窓
囗
に
あ
雁
耄
す
岑

張

っ
て
、

エ

§
-
9
1
　
　
　
　
　
　メ
　
　
　
　
ー
の

一
千
葉

県
国

民
年

金
課
企
画

調
査

係

（
啻
砌
・

炳一
・
2
3
8
9

番

）
へ

事

業

主

の

皆

さ

ん
へ

中
小

企
業
退
職
金
共
済
、
特
定
退

職
金
共
済
に
加
人
し
て
い
る
事
業
主

に
対
し
て
、
市
で
は
新
た
に
雇
用
し

た
従
業
員
の
一
年
分
の
掛
金
の
二
〇

％
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

膸
商
工
観
光
課
労
政
係
登
3
6
6
・
7
3

2
7
番

ち

ば

の

お

い

し

い

魚

料

理

コ

ン

テ

ス

ト

募

集
料
理
イ

ナ

ダ
（
ブ
リ
）
ま
た

は

カ
レ

イ
類

を
利
用

し

た
腕
自

慢
料

理

で
、

料
理

時
間
九

十
分
以

内

の
も

の

圃

８
月
2
9日

蚩
【
消
印
右
効

】ま
で
に
、

材

料

・
調

理
方

法
（
イ

ラ

ス

ト
ま

た

は

写

真

を

添

付

）
を

郵

送

で

〒
2
6
0
－

9
1千

葉
中

央
郵

便
局

私
書

箱
四

〇
号

千
葉

県

水
産
課
内

フ
ォ

ー
ラ
ム
事

務

局

（
昔
砌

・
2
2
3・
3
0
4
5

番

）

へ

※
書

類
選

考

に
よ
り

十
人
程

度
選

出

し

、
９
月
2
7日

出
調
理
を

実
施
（
材

料
は
主
催

者
が
用
意
）
。
人
賞

者
は

1
1月
1
4
日
蚩

の
魚
食

文
化

フ

ォ
ー

ラ
ム

で
表

彰
し
ま

す
。

福

祉
公

社

で
は

、
高
齢

だ

っ
た

り

障
害

を

も

っ
て

い
た

り
し

て

、

日
常

生
活

の
中
で
手

助
け

を
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
（
利
用
会
員
）

に
、

掃
除

・
洗
濯

・
調
理
等

の
家

事
援
助

や

、
通
院

・
散
歩

の
介
助

・
そ
の
他

簡
単
な
介

護
援
助

サ

ー

ビ

ス
を
、

地
域

の
人
た
ち

（
協

力

会
員

）

の
参
加
と

協
力

に
よ
匯（
有

償

で
提
供
し

て

い
ま
す

。

例
え

ば
、

①

家
族

が
外

出
し

な
け

れ

ば
な
ら

な

く
な
り

、
高
齢

者
を

一
人

に
す

る
の
は
心

配
、

だ
れ

か

い
て

く
れ

れ
ば
・
…

②

一
人
暮

ら
し

で
、
体

調

が
す

ぐ

れ
な

い
。
遠
く

の
親

族
を
呼

ぶ
ほ

ど
で
も

な

い
が
、
手
助

け

が
欲
し

③

家

族
が
仕
事

等
で

、
昼
間

に
介

護

す

る
人

が
い
な

い
。
仕
事
を

辞

め

る
わ

け

に

も

い
か

な

い

の
で

、

手

助
け

が
ほ
し

い
。

こ
の
よ
ヽ
つ
に
、
定
期
不
定
期
・

突
然

な
ど
に

か
か

わ
ら
ず

、
利
用

会
員

で
あ

れ
ば
、
家

庭

や
本
人

の

状
況
に
合
わ
せ
、
要
望
に
沿
う
協

力

会

員
を
探
し

派

遣
し
ま

す
。

利
用
会
員
に
な
る
に
は

福

祉
公
社

へ
電

話
で

ご
相
談

く

だ
さ

い
。
職
員

が
サ

ー

ビ
ス

の
説

明
と

相
談

に
ご
自

宅
へ

お
伺

い
し

ま
す

。

利
用

料

金
は

一
時

間
当

た
り

家
事
援
助

九
百
～
千
百
円

介
護
援
助
　
千
百
～
千
三
百
円

〒

月
１
日
～
３
日
を
除
く
午
前

８
時
～
午
後
８
時
）

ほ
か
に
月
会
費
、
派
遣
経
費
な

ど
が
必
要
で
す
。

協

力

会

員

と

し

て

活
動

す

る

に
は福

祉
公
社
が
実
施
す
る
基
礎
研

修
を
修
了
し
、
協
力
会
員
と
し
て

登
録
す
る
と
、
公
社
か
ら
活
動
の

依
頼
が
あ
り
ま
す
（
協
力
会
員

の

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。
活
動
に
対
し
謝
礼
金
を

支
払
い
ま
す
）
。

福
祉
公
社
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ

ス
の
ほ
か
に
、
住
民
参
加
型
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る

団
体
は

○
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
ぼ
け
っ
と

○
お
た
す
け
ク
ラ
ブ

○
思
い
や
り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス

○
松
戸
く
ら
し
の
助
っ
人

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
サ
ト
ピ
ス

福
祉
公
社
で
は
、
家
事
援
助
や

介
護
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
ほ

か
、

○
二
十
四
時
間
あ
ん
し
ん
電
話
サ

ー
ビ
ス

○
理
髪
サ
ー
ビ
ス

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
一
部
地
域
）

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

松戸市

職員募集

福 祉
ファイル

福祉公社のふれあい

サービスのご案内

住み慣れたまちで安心して

暮し続けるために

福祉公社.－



緑
化
清
流
に
よ
る
松
戸
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

市
で
は
、
み
ど
り
全
般
に
つ
い
て
二
〇
二
〇
年
の
あ

る
べ
き
姿
を
展
望
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
指
針
と

な
る
「
緑
の
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、「
素
案
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
も
と
に
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
最
終

案
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

膸
み
ど
り
と
花
の
課

戸
」

の
創

生
を
目

指
し

て

い
く
こ
と

を

理
念
と

し
て

い
ま
す

。

緑
の
将
来
像

グ
リ
ー
ン
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ま
つ
ど

１－

緑
花
清
流
で

つ
づ
る

人
と

ま
ち
、
自
然
の

物
語
－

基
本
理
念
に
基

づ
き
、
二
〇
二
〇

年
を
目
標
と
し
た
緑
の
将
来
像
は
次

の
と
お
り
で
す
。

公
園
や
樹
林
地
・
農
地
を
背
景
と

し
て
、
潤

い
あ
る
河
川
や
街
路
樹
に

よ
り
人
や
生
き
物
が
行
き
交

い
、
ま

た
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
公
共

施
設
や
民
有
地
の
緑
化
に
よ
り
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
ま
ち
を
つ
く
り
、

安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
、
緑
を
愛

す
る
市
民
が
生
活

ず
る
新
た
な
「
ふ

る
さ
と
折

戸
」
を
創
造
し
ま
す
。

（
緑

の

将

来

像

参

照

）

市民 の交流 の場 となる 緑の拠点

⑤

計

画

の

基

本

方

針

緑

の
将
来

像
を
実

現
し

て

い
く

た

め
に
、
見
徐

的

な
施

策
の
宝
葹

を
「
都

市

」
「
地
域

」
「
人
」

の
三

つ

の
段

階

で
展
開
し

ま

す
。

①

都
市

の

緑

づ

く

り

市

全
体

を
包

む

「
緑
の

舞
台

つ
く

り
」

に

努
め
ま

す

。

▼
市

の
北
部
・
中

部
・
南
部

に
さ

ま
ざ

ま

な
市

民

の
交

流

の
場
と

な
る

「
緑

の

拠

点

づ
く

り
」

▼
水
辺

や
歴

史
、
Ⅲ

園
、
自

然

な
ど

松

戸
市

の
特

徴
を
生

か
し

た
「
個

性

あ

る
緑
の

空
間

づ
く

り
」

▼
拠
点

、
空

間
そ
し

て
生
活

圏

を
つ

な
ぐ
「
緑

と

水

の
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

づ

く
り

」

▼
緑

の
舞
台

の
背
景

と
な

る
「
貴

重

な
自

然
環

境

の
保

全

」

②
地

域

の

緑

づ

く

り

地
域

の
特

性
に
応

じ
た

「
緑

の
物

躋
つ
く

り
」

に
努

め
ま
す

。

▼
地
域

そ
れ

ぞ
れ

の
特
徴

、
特
性

に

応

じ
た
「

地
域

単
位

の
公

園

緑
地

の

整

備
」

▼
道
路

や
河
川

を
活
用

し
た
「

地
域

の

緑

の
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

の
整

備

」

▼
民
有

地
や
公

共
施
設

で

の
積
極
的

な
「
地

域

の
緑

を
創
（
つ

く

）
る
緑

化

推

進
」

③
緑

の

担

い

手

づ

く

り

市
全

体
を
包

む

「
緑

を
育

て
楽
し

む
協
力

体
制

つ
く
り
」
に

努
め
ま

す

。

「
市
民
・
企
業
」
「
緑
化
基
金
」
「
行

政
」

の
三

者
に

よ

る
「

緑
を

育
て

る

協

力
体

制

づ

く
り
」

▼
市
民

が
緑
を

楽
し

む
こ
と

の
で

き

る
「
緑

を

育
て

る
活

動

づ
く

り
」

▼
助
ま

つ
ど
街

と
水

辺
の
緑

化
基
金

の
機
能

を
強
化

す

る
「

協
力

体
制

の

バ
ッ

ク
ア

ッ

プ
」

み
ど
り
の
現
状

左
の

グ
ラ

フ
の
よ

う
に

、「
み

ど

り
」

は
市

全
体
の

三

∇

八

％

を
占

め
て

い
ま

す
。
し

か
し

、

特

に
樹

林
地
や

農
地

は
年
々

減

少

し
て

い
て

、
私
た

ち
の

生
活

に

潤
い

を
与
え

て

く
れ

る
み
ど

り

は

、
と

て

も
貴

重
な

も
の
と

な
っ
て

い
ま

す

。

平成7 年8 月 現在

計
画
の
目
標

◇
新
た
な
公
園
や
緑
地
百
　

を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

◇
市
全
域
の
樹
林
保
全
に
努
め

ま
す
。

◇
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
に
努
め
ま
す
。

◇
樹
木
五
十
万
本
を
植
栽
し
ま

す
。計

画
実
現
の
た
め
の

方
向

◇
公

園

緑

地

の

整

備

の

方
向

三

つ

の
交
流

拠
点
（
緑

の
拠
点

ご

地
域
公

園

・
地
域

の
特

性
に
応

じ
た

多
様

な
公

園
緑

地

づ
く

り

◇

緑

と

水

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

方

向
幹

線
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
・
地
域

ネ

ッ

ト

ワ

ー
ク
の
整

備

◇

緑

地

保

全

の

方

向

車

全
域

の
段

階
的
な
樹

林

保
全

◇

緑

化

推

進

の

方

向

公
有

地
や
民
有
地
の
接

道
部
緑
化
、

市
民
（
企

業
）
・
緑
化
基

金

・
行

政

が

一
体

と

な
っ
た

緑
化

緑
政
施
策
の
複
合
的

な
展
開
空
間

◇
江
戸
川
沿

い
の
斜
面

林
の
保
全

◇
江
戸
川
の
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
用

◇
小
金
の
歴
史
的
資
源

の
活
用

◇
東
部
地
域
の
田

園
景

観
の
保
全

・
活
用

◇
金
ケ
作
の
自
然
環
境
の
保
全
・

活
用

緑
の
基
本
計
画
（
素
案
）
の
概
要

市
で

は
、
平

成
７

年
度

に
調

査
し

た
緑

の
現
況
調

査

結
果
を

も
と

に
、

市

民

の
皆

さ
ん
か

ら

い
た

だ

い
た

ご

意
見

や

ご
提
案
を
反

映
さ
せ
な

が
ら
、

緑
の
基

本
計
画

の
素

案

づ
く
昨
夕を
行

っ
て

き
ま
し

た
。

緑

の
基
本

計
画

は
、
市

の
独

自
性

を
発
揮

し
、

創
意
工

夫
を

凝
ら
し

て

緑
地

の
保
全

か
ら
公

園

・
緑
地

の
整

備
、

そ
の
他
公

共
公

益
施

設
お

よ

び

民
有
地

の
緑
化

の
推
進
ま

で
、
市

民

の
皆

さ
ん
と
共

に

進
め
て

い
ぐ
計
画

で
す

。

今

回
の
素

案
は

、
市
職
員

で
組
織

す
る

「
松
戸
市

緑

の
基
本

計
画
策
定

検

討

青

貝
会
」
で
検
討

を
重

ね
た
後

、

市
民
や
緑
の
専
門
家
で
構
成
し
た
「
緑

の
基

本
計
画

策
定
専

門
委

員
会
」

に

提
案
し

、
貴

重
な

意
見

や
助

言
を

い

た
だ
き
な

が
ら
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

一
計
画
の
基
本
理

念

緑
の
基
本
計
画
で
は
、
「
市
民
」
「
地

域
」
「
都

市
」

が
そ

れ

ぞ
れ

相
互

に

密
接

に
結

び
つ
き

な

が
ら

、「
緑
」
や

「
水

」
「
歴

史
」
「
自

然
」
を
主

な
要
素

と
し

た

「
ふ
る
さ

と
を
意

識
で

き
る

舞
台

づ
く
り

」
を
進

め
、「
新

た
な
松

グリーンリフレッシュまつど

一緑花清流でつづる

人とまち、自然の物語－

物語の進行の担い手【スタッフ】を育てる
○緑を育てる協力体制を確立する

○緑を創る協力体制を確立する
○緑を楽しむ活動を創る
○協力体制をバックアップする

凡　　例

緑の将来像

地域 の物語 【スト ーリ ー】 を創 る

○地域に根ざした公園を創る

○地域ネットワークを創る
○地域特性に応じた民有地の緑を創る
○アクセントとなる公有地の緑を創る

緑の舞台【ステージ】を創（つく）る
○緑の拠点を創る
○個性ある緑の空間を創る
○緑と水のネットワークを創る
○背景となる自然環境を守る



こ ん な 意 見 が 寄 せ ら れ て い ま す

昨 年12 月 の広 報 に 掲載し た 「緑 花 清流 によ る 松戸 の

ふ るさ と づく リ」 を 読 ま れた 市民 の 皆さ ん から いろ い

ろ なご 意見 をい た だき まし た。

緑 の基 本 計 画 （素 案 ）の 作 成に あ た って は 、できる

だ け 皆さ ん の 意［古］を 反 映さ せる ため 、こ れら の 意見 の

ほ か 、総合 計 画にお ける 「 市民 意識 調 査」「 懇話 会」 等

の 意 見 や環 境 基本 計 画 で行 わ れ たアン ケ ート 調 査の 結

果 を 参考とさ せてい た だき まし た。

主な 意見 は次 のと おり で す。

021 世 紀 の森 と広 場の 活用

○ 花や 本に よる 江戸 川 の活用

○ 本土 寺や 水戸 街道 など の歴 史的 資 源の 活用

○ 斜面 林 、樹 林地 、大本 の 積極的 な保 全

○ 河川 緑化 、親水化 、清 流復 活

○ 街路 樹や 安全 な歩 道 の整備

○ 住宅 地 、マン ション の緑化

○ 松戸 駅周 辺 の緑化 整備

○ 市民 参加 のた めの 積極 的支 援

○ スポ ーツ 施設 の整 備

○ 公園 不足 地に 対 する 公 園整 備

○ 現況 公園 の管 理見 直し によ る遊 び やすい 公 園
いつまでも残し ておきたい斜 面林

施
策
の
方
針
と
事
業
の
展
開

①
都
市
の
緑
づ
く
り

都
市

の
緑

づ
く
り

で
は

「
緑

の
拠

点

」
「
個

性
あ

る
空
間

」
「
緑

と
水

の

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
」
「
貴
重

な

自

然
環

境
の
保

全

・
創
造
」

を
行

い
、
都
市

と
し
て
の
緑
の
舞
台
づ
く
り
（
を
推
進

し

ま

す
。

▼
緑

の

拠

点

づ

く

り

▽
2
1世

紀

の
森

と

広
場

の
整

備

「
文

化
交

流
拠
点

」
と

し
て
期

待

さ
れ

て

い
る
2
1世

杷
の
森

と
広
場

の

早
期
全

面

開
設
を
目

指
し

ま
す

。

▽
（
仮
称

）
「
い

き

い
き

ふ

れ
あ

い

健

康

の
里

」

の
整

備

市

北
部

に
、
市

民

の
ス
ポ

ー
ツ
や

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
夕
を
通
じ
て
人

と
自

然

の
触
れ
合

い

の
場

と
な

る
拠

点

の
整
備

を
目
指

し
ま
す

。

▽
（
仮
称

）「
矢

切

広
域
公

園

」
の

整

備
矢

切

の
斜
面
林

・
江
戸

川

や
坂
川

な

ど
の
水

辺

・
広
大
な

農
地

や
矢
切

②

地

域

の

緑

づ

く

り

地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
お

い
て
、

既
存

の
緑

な
ど

の
自
然

資
源
と

地
域

の
特

性
を

生
か
し

、「
地

域
単
位

の
公

園

緑
地

の
整

備
」
「
地

域

の
緑

の

ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

の
整

備

」
「
地

域

の

緑

を

創
る
緑

化

の
推
進
」

の
施

策
方

向

を

も
と

に
各
地
域

ご
と

の
緑

に
関
す

る
テ

ー
マ
を
掲

げ
、
地

域
の

緑
化
事

業

を
推

進
し
ま

す
。

▼
地

域

単

位

の
公

園

緑

地

の

整

備

▽
街
区
公

園
等

の

リ

フ
レ

ッ
シ
ュ

老

朽
化

し
た
公

園

や
周
辺
住

民

の

ニ
ー

ズ
に
合

わ
な
く

な
っ
た
公

園

の

リ

フ
レ

ッ
シ
ュ

に
努

め
ま
す

。

ま
た

、
人
に

優
し

い
公

園

と
す
る

た

め
の

バ
リ

ア
フ
リ

ー・
化
、

一
次
避

難

地
と
し

て

の
安
全
性

を
高

め
る
た

め
の
防

災
施
設

の
導
入

を
推

進
し
ま

の
渡
し
・
野
菊
の
墓
な
ど
の
観
光
資

源
と

い
っ
た
特
徴
を
持
つ
矢
切
地
区

に
、
「
川
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠

点
」
と
し
て
広
域
公
園
の
整
備
を
目

指
し
ま
す
。

▼
個

性
あ
る
緑
の
空
間
づ
く
り

▽
自
然
環
境
ゾ
ー
ン
の
形
成

市
民
の
森
の
指
定
な
ど
に
よ
り
、

2
1世
紀
の
森
と
広
場
周
辺
の
樹
林
や

農
地
が
織
り
な
す
自
然
環
境
を
保
全

・
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

▽
川

と
緑
の
ゾ

ー
ン
の
形
成

江

戸
川
沿
い
に
お
い
て
は
、
江
戸

川
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
や
江
戸
川
生
き

物
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
等
の
整
備
・
保

全
、
小
河
川
の
環
境
整
備
等
を
通
じ

て
水
辺
と
親
し
め
る
空
間
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

▽
田
園
景
観

ゾ
ー
ン
の
形
成

高
塚
か
ら
紙
敷
に
か
け
て
の
八
柱

霊
園
を
も
含
め
た
樹
林
や
農
地
の
保

全
・
活
用
を
図
り
、
農
業
や
田
園
景

観
と
触
れ
合
え
る
空
間
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

す
。

▽
身
近

な
公

園
緑
地
の
整
備

民
問
緑
地
・
子
供
の
遊
び
場
・
生

産
緑
地
を
活
用
し
、
計
画
的
な
街
区

公
園
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

湧
水
（
ゆ
う
す
い
）
の
整
備
や
公
共

用
地
の
残
地
な
ど
を
利
用
し
た
身
近

な
緑
地
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

▽
地
域
公
園
の
整
備

地

域
そ

れ

ぞ
れ

に
一

力

所

の
地
域
公

園
を
配

置
し

て

い
き
ま
す

。

地
域
公

園
と

は
、

地
域
住

民

の
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

ー
の

醸
成

の
場
と

な
り

、
防
災

機
能

や
自

然

▽
歴
史
的
景
観
ゾ
ー
ン
の
形

成

北
小

金
駅
周
辺
の
代
表
的
な
社
寺

や
遺
跡
な
ど
の
保
全
・
活
用
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
松
戸
市
を
代

表
す
る
歴
史
空
問
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

▼
緑
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く

り
地
域
や
緑
の
拠
点
を
連
絡
す
る
た

め
の
緑
や
河
川
の
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
貴
重
な
自
然
環
境
の
保

全
・
創

造▽
段
階
的
な
樹
林
地
保
全
展
開

市
全
域
の
樹
林
に
つ
い
て
、
緑
地

保
全
地
区
、
市
民
の
森
、
緑
の
保
護

地
区
と
い
っ
た
段
階
的
な
施
策
を
適

用
し
て
保
全
に
努
め
ま
す
。

▽
自
然
共
生
型

都
市
の
形
成

2
1世
紀
の
森
と
広
場
、
東
部
田
園

地
帯
、
矢
切
の
斜
面
林
の
保
全
・
維

持
に
よ
る
面
の
ビ
オ
ト
ー
プ
、
ボ
リ

ュ

ー
ム
あ
る
街
路
の
緑
化
や
河
川
の

多
自
然
型
化
な
ど
に
よ
る
線
の
ビ
オ

ト

ー
プ
、
公
園
や
斜
面
林
に
よ
る
飛

び
石
ビ
オ
ト
ー
プ
を
配
置
し
、
生
物

の
生
息
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

環
境

を
備
え

た
地

域
の
代

表
的

な
公

園
で

、
既

に
あ

る
公

園

の
機
能

を
拡

充
し

た
り

、
生
産
緑

地

な
ど

の
活

用

を
図

り
、
整

備

に
努
め

ま
す

。

▼
地

域

の

緑

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

整

備
▽
街

路

緑
化

、

沿

道
緑

化

の

推

進

都

市
レ

ベ
ル

の
幹
線

ネ

ッ
ト

マ
・
Ｉ・

ク
を

補
完

す
る
も

の
と

し
て

、
ゆ
と緑のネットワークを形成し ている街路樹

③
緑
の
担
い
手
づ
く
り

緑
の
担

い
手

づ
く
り

で
は

「
緑
を

育

て

る
協

力

体
制

づ
く
り

」
「
緑

を

楽

し

む
活

動

づ
く

り

」
「
協

力

体

制

の
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
」
に

よ
り

、
緑
を

育

て
楽
し

む
協
力

体
制

づ
く
り

を
推

進
し

ま

す
。

▼
緑

を

育

て

る

協

力

体

制

づ

く

り

▽
緑

の
愛

護
活

動

の

推

進

現
在

も
積
極

的
に
活

動
を
行

っ
て

い
る
愛

護
団
体

の
活
動

の
場

や
活
動

内

容

の
拡
大
に

努
め

、
団
体

同
士

の

交

流
を

促
進
し

て

い
き
ま
す

。
ま

た
、

愛

護
活
動

に
参

加
す

る
可
能

性

の
あ

る
団
体

の
誘
導

に
努

め
ま
す

。

緑の愛護活動を行う団体も増えて

います

り
あ

る
歩
道

の
整
備

に
併

せ
て

、
植

樹
帯

や
街

路
樹
に

よ

る
緑

化
に
努

め

ま
す
。
ま
た
、
細
街
路
に
つ
い
て
も

公
共

施
設

や
民
有

地
の
沿

道
緑
化

を

進

め
、
地

域
の
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
充

実
し

て

い
き

ま
す

。

▽
河

川

環

境
整

備

の
推

進

都
市
レ

ベ
ル

の
河
川

ネ

ッ
ト

？
・‐・

ク
を
補
完

す

る
も

の
と
し

て
小

河
川

の

環
境
整

備
に
努

め
ま

す
。

▽
水

と
み

ど
り
と

歴
史

の
回
廊

プ
ラ

ン

の
支
援

回
廊

ル
ー
ト

に
と

っ
て
重
要

な
要

素

と
な

る
緑

の
育

成
を

図

っ
て

い
き

ま

す
。

▼
地
域

の

緑

を

創

る

緑

化

の

推

進

公

共
施

設

・
住

宅
地

・
商
業

地

・

工

場
な

ど
に

つ
い
て

、
緑
化
基

準

を

定

め
た
り

、
地
区

計
画

や
緑
化

協

定

の
締
結

を
行
う

な
ど
し

て
緑
化

を

推

進

し
て

い
き
ま

す
。

▽
公

園
・
緑
地

の
市

民

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
活

動

の

促

進

大

規
模
公

園

や
地

域
公

園
な

ど
で

「
公

園
緑

地

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
」

を
公

募
し

、
市
民

が
自

主
的

に
公

園

管
理

の

プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参

加

で
き

る
よ
う

に
し

て

い
き
ま
す

。

▽
緑

の

管
理

の

充

実

公

園

や
街

路
樹

の
維

持
管
理

を
、

基
金

や
愛
護

団
体

の
協

力
の
も

と
に

進

め
、
管

理
水

準
の
向

上
を
日

指
し

ま
す

。

▼
緑

を
楽

し

む

活

動

づ

く

り

▽
各

種

コ

ン

ク

ー
ル

の
開

催

自
然
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
・
公
園

ア
イ

デ
ア
コ
ン

ク

ー
ル

・
花

づ
く
り

コ

ン

タ
ー・
ル
な

ど
を
開

催
し
ま

す

。

▽
緑

化

イ

ベ

ン
ト
・
講
習

会

等

の
開

催

緑
と

花
の

フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

・
体

験
型
イ
ベ
ン
ト
・
各
種
講
習
会
の
開

催

な
ど

に
よ
り

、
緑

や
自
然

と
の
触

れ
合

い
の
場
を

つ
く
り

ま
す

。

▽
緑
や

自
然
に

関
す

る
情
報
発

信

の

充

実機

関
紙
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の
発
行
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
も
活
用
し
て
、

緑
の
普
及

啓
発

に
努

め
ま
す

。

▼
協

力

体

制

の

バ

ッ
ク

ア

ッ

プ

▽
枋
ま

つ
ど
街

と
水
辺

の
緑

化
基
金

の
機
能

充
実

基
金
事
業
の
充
実
を
図
り
、
市
民

の
窓
口

と
し

て
の
機

能
を

高
め
、

ま

た
緑
地

の
買

い
取
り

な
ど

も
で

き
る

よ
う
に

そ

の
機

能
を

拡
充
し

て

い
き

ま
す

。

ご
意

見
を
お
待

ち
し
て
い
ま

す

８
月
３
日
嵐
ま
で
に
、
郵
送

で
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
の

五
松
戸
市
役
所
み
ど
り
と
花
の

課
緑
政
係
へ
。
ま
た
は
直
接
、

み
ど
り
と
花
の
課
ま
た
は
最
寄

り

の
各
支
所
の
窓
口
に
お
持
ち

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

素
案
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た

い
人
は
、
み
ど
り

と
花
の
課
ま
た
は
各
支
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

緑の基本計画（素案）へのご意見をお寄せください
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小金高校オープンスクール

講
座
・
講
演

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作
講

習

会
８
月
９
日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人

三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着
二
十
人

持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
曹
用

無
料

惠
電
話
で
青
少
年
会
館
豊
3
4
4
・
8
5

5
6
番
へ

自

己

表

現

を

身

に

つ
け

る
話

し

方

講

座

８
月
1
9日
㈹
・
2
2日
吻
・
2
6日
㈹

・
2
9日
倒
、
各
午
後
６
時
2
0分
～
９

時

会
場
市
民
劇
場

内
容
歩
み
よ

り
の
精
神
を
持
ち
、
お
互
い
を
大
切

に
し
た
人
間
関
係
づ
く
り

定
員
先

着
二
十
人
　
眥
団
二
千
円

圃

電
話
で
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

・

堀
口

昔
０
４
７
１
・
8
4・
0
2
4
5

番
へ

労

働

セ

ミ

ナ

ー

８

月
2
5
日
丱

午
後

１
時
3
0
分

～
３

時
3
0
分

会
場

勤
労

会
館

テ

ー
マ

「
ど
弓

変

わ

る
？

女

性

の
労

働

環
境

」

講

師
社
会

保
険

労
務

士

・
柴

山

英
一

郎

氏
　

春
乕

無
料

圃

電

話
で
商
工

観

光
課

労
政

係

容
3
6
6

・
７
９
Ｘ
Ｑ乙
】７
番

へ

能
力

開

発

講

座

「
変

化

に
対

応

で

き

る

人

材

の

育
成

」

８
月
2
9日
窗
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
3
0分

会
場
県
立
我
孫
子
高
等
技

術
専
門
校

謹
師
経
営
労
働
協
会

霍

貝
三
十
人
（
抽
選
）

曹
用
二
千
円

圃
８
月
2
1日
困

〔
消
印
右
効

〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
返
信
用
の
あ
て

名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

－
Ｈ
我
孫
子

市
久
寺
冢
六
八
四
の
一
県
立
我
孫
子

高
等
技
術
専
門
校

（
昔
０
４
７
１
・

8
4・
6
4
1
1

番
）
へ

講　　座　　名 期 日 時　　間 会場 費 用

はじ めてのコンピューター

（全2回　定員35 人）☆

応募者多数の場合は抽選

8/23C土)

24(日)

午前の部

＝午前9 時～正午

午後の部

＝午後IE持～4 時

小

金

高

校

600 円

(200 円)

小金ビ オトープの自然観察

8/30t±う

午前8時～9 時40分

300 円

(100 円)

親の教育参加　☆ 午前10時～正午

はじめての手話 午後IE持30分～3時30 分

アジア人と交流しよう

8/31  (B)

午前10時～正午

も つと知りたい現代史 午後10t3O 分～4時

卵
の
殼
で
創
作
す
る
絵
画
実
習

会
８
月
９
日
出
午
後
１
時
～
４
時

会

場
ト
ー
カ
ン
ビ
ル
ニ
階
（
松
戸
一

四
八
五
）
　
持
ち
物
ピ
ン
セ
ッ
ト
・

小
皿
一
枚
・
手
は
さ
み

霍

貝
先
着

十
二
人
　
費
用

材
料
費
千
五
百
円

圃
電
話
で
ア
ー
ト
ラ
ン
ま
つ
ど
・
大

沢
昔
3
8
3
・
0
0
3
0

番
へ

松戸地域職業訓練センター(テクノ21)講座案内

※☆は中学生以上が対象。費用の(　) 内は高校生以下の場合。

圃 ハガ牛に住所・氏名・電話番号を記入し て(ただし 、コンピューター講座の受講

を希望する場合は 、8月９日出〔必着〕までに 、往復ハガ半に午前の部 、午後の部の

希望と返信用のあて名を記入してくださ い)、〒270 松戸市新松戸北2の14 の1県立

小金高校オープンスクール実行委員会へ

[閃県立小金高校オープンスクール実行委員会・小山a345-1859 番(夜間のみ)

レ
リ

ー
フ

製

作

教
室

８
月
2
7日
水
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
常
盤
平
児
童
福
祉
館
　
内
容
切

り
株
に
鳥
や
花
な
ど
の
レ
リ
ー
フ
を

作
る

対
象
小
・
中

二
咼
校
生

定

員
先
着
十
五
人
　
春
乕
二
百
円

圃

電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館

昔
3
8
7

・
3
3
2
0

番

（
月
曜
休
館
）
へ

１６

％

映

写

機

操

作

技

術

講

習

会

８
月
2
8
日
米

・
2
9日

窗
の

い
ず
れ

か
一
日

、
午
一
回
９
時
3
0
分

～
午

後
５

時

会

場
青
少

年

会
館

対
象

十
六

歳
以
上

の
人
　

定

員
二

十
人
（
抽
選

）

曹
用

無
料

※
車
で

の
来
場

は
ご
籏

原
ぐ
だ
さ

毀

圃

８

月
1
8
日
丱
〔
必
着
〕
ま

で
に

、
往

復
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・

電
話
番

号

・
希
望
日

・
返

信
用

の

あ

て
名

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
1
松
戸

市
根

杢

二
五

六
京

葉

ガ
ス
Ｆ

松
戸

ビ
ル
内

松
戸
市

教
育

委
員

会
社

会
教
育

課
市

民
文
化

係
（
昔
3
6
6
・
7
4
6
2

番
）
へ

夏

休

み

動

く

親

子

物

価

教

室

８

月
2
2日

吻
午

前
９

時
3
0
分

堅

十

葉

駅
前

集
合
（
午

後
４

時

解
散

）
対

象

小
学
四
年

～

六
年
生

ま
で

の
児
童

と

そ
の
保

護
者
　

定

員
四
十

人

（
抽

選

）
　
内

容

全
国

農
協

直
販

㈱

総

合

基
幹
工

場

・
㈱
フ
ジ

ク
ラ
佐

倉
工

場

の
見

学

普
用

無

料
（
昼
食

付

き
）

圃

８
月
1
2
日

㈹
〔
必
着

〕
ま

で
に

、
往

復
（

ガ
キ
に
住

所

・
親
子

の
氏
名

・

年

齢
（
学
年

ご

性
別

・
電

話
番
号

・

返

信
用

の
あ

て
名

・
夏

休

み
動
く

親

子

物
価

教
室
希

望
と

記
入

し
て

、
干

瘤一－
9
1
千

葉

中
ｍ（
郵

便
局

私

書
箱

四

〇

号
県

庁
県
民

生
活

課
企
画

調
整

班

（
登
0
4
3・
2
2
3・
2
2
9
9

番
）

へ

講　座　名 日　　　時 定員／費用

パソコン・ワープロ

入門講座

①0/1 (月)・2(火)　　　 午後

②9/16W ・17 團　　 午前 吝10 人

6,000 円

Windows95 入門講座 9729(B)・30㈹　　　　午前

ワープロソフト一太郎

入門講座
9/10月)・2(火)・3團　　 午前 吝10 人

10,000円

(8,000円)エクセル入門講座 9/17  $・18困・19窗 午後

ロータス1-2べB入門講

座

9/4 休)・5銜・8(月)　　午前

・9㈹・10困・11 ㈲

10人

15,000円

(10,000 円)

※午前=午前9時30分～午後〇時30分､午後=午後1時30分～4時30分

初心者入門講座 9/6圉・13 圉　　　　 土曜

各5人

15, 000円

初級講座
9/18  W・19窗　　　 午前

25 ㈲・26 銜

※午前=午前9時30 分～正午、土曜=午前10 時～午後4時

2級建築士

資格取得講座

製図コース

9/2 ㈹～20 圉

毎週火 ・木・土（全10 回）

午後6時30 分～9時

※土曜日は午後6時から

30人

40,000 円

(30,000円)

［面下記事務所窓口で先着順に受け付け

麩 地域職業訓練センターS349-3200 番（小金原1の19 の3）

費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバーの場合で

す。

ソフトテニス大会

ス
ポ
ー
ツ

大 会 名 日　時 会場 対　象 費　用

シニア大会

(国際ルール)

9/15 ㈲

午前8時30 分

受け付け

午前9時

試合開始

1ｸ1

自

活

市内在住・在勤・

在クラブ男女45 歳

以上年齢別（45・

55 ・60・65  ･ 70)

1チーム

4,000 円

職域対抗犬 会

(日本ルール)

市内職域クラブ

１団体3チーム

1団体

6,000 円

圃8 月29 日吉までに所定の振込用紙で

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

９

月

４

日

～

い
1
1
1
1

一
月
2
7
日

の

毎

週

木

曜

日

（
全

十

三

回

）
、
Ａ

ク

ラ

ス

＝

午

前

９

時

か

ら

、

Ｂ

ク

ラ

ス

＝

午

前
1
0一

時
3
0
分

か

ら
　

会

場
栗

ケ

沢

公

園

庭

膸ソフトテニス連盟・小倉Q345-0899 番

市立松戸高校野球部対外試合ナイター

日　時 会場 対戦相手 費用

8/2 cm 竜ケ崎第一高校

21(木〉 修徳高校

22銜 東亜学園

膸スポーツ課S363-9241 番

保
健
・
衛
生

愛

の

献

血
（
献

血

推

進
協

議

会

）

８
月
1
2日
㈹
午
前
1
0時
～
1
1時
4
5

分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場
伊
勢

丹
恰

尸
豈

圜
広
場

崑
健
康
課
昔
3
6
6
・
7
4
8
7

番

旧盆中も歯科診療が受けられます

日　時 診療所 住　所 電話番号

8/136#モ

時生

品

平岡歯科医院 本町2-3 S364-6666 番

14 ㈲
小林歯科

ケリニック
根本13-5 S364-1616 番

15 銜
小林デンタル

クリニック

西馬橋

相川町6-1
0344-4 引5 番

16(土) 殿平賀歯科医院 殿平賀52-14 B341-ﾜ5ﾜ6 番

圃保健衛生課o366-ﾜ482 番

酒
の
悩
み
ご
と
相
談
・
家
族
教
室

８
月
1
4日
米
・
2
8日
米
午
後
１
時

3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健

所
　
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
か
か

え
た
人
や
そ
の
家
族
　
内
容
専
門
医

師
や
Ｅ

員
ま
た
は

保
健
婦
に
よ
る
相
談
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班
昔
3
6
1
・
2
1
2
1
番
へ

あ
な
た
も
健
康
的
に
ダ
イ
エ
ッ
ト

球

場

対

乖

車
回

仕
住

・
在
勤

者

蓄
兩

九
千
円

（
保

険
料

を
含
む

）

圃

８

月
1
0日

㈲
〔
必

着
〕
ま
で

に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・

希

望

ク

ラ

ス

（
第

二

志

望

ま

で

）
　・
返

信
用

の

あ
て
名

を
記
入

し

て

、

〒
加一
松
戸

北
郵

便
局
私

書

箱
一

言

万
松

戸
市

テ
ニ
ス

協
会

へ

膸

平

木

昔
３

・
4
1
1
2

番

一
日

体

験

カ

ヌ

ー

教

室

８
月
3
1
日

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
３

時

龠
場

江

戸
川

三

郷
有

料
橋

付

近
）
　

対
象
小

学
四
年

生
以

上
で
多

少

泳

げ
る
人

霍

貝
先

着
五

十
人

費

甲
（

千

円
（
保
険
料

・
軽
食

含
む

）

崋

８
月
2
7
日

水

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

（

ガ
キ
ま
た

は

フ
ァ
ク

ス
で
住
所

・

氏
名

・
年
齢

・
電
話

香
号

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
0
松

戸
市
千

駄
堀

一
七
二

四

松
戸
市

カ

ヌ
ー
協

会

・
鹿

野
由
喜

夫

隰
3
4
4
・
0
7
5
1

番

（

登
Ⅲ

・
6
1
9・

4
2
8
9

番

）

へ

小

児

健

康

教

室

８

月
2
1日

困
午

後
１

時
3
0分

～
４

時

（
午
後

１
時

か
ら
受

け
付

け
）

会
場

東
葛

飾
合
同

庁
舎
　

対

象
小

学

三
年

～
五

年
生

と
家

族

定

員
先

着

親
子

三

十
組
　

内

容
講

演

「
小

児

成

人

病

」
「

肥
満

予

防

と
食

生

活

」
　・

運
動

実
技

指
導
等

春
乕

無
料

圃

８

月
８
日

吻

ま
で
に

、
電

話
で
松

戸

保
健
所

地
域

指
導
班

登
3
6
1・
2
1

2
1

番

へ

（
秋

の

ス

リ

ム

コ

ー

ス

）

日　時 内 容

9/18 W

午
萱）
で

万万

健康的なダイエット

25㈲ 太らない食べ方のポイント

10/2W 調 理実 習( 適量と塩分測定)

9㈲ 減量と運動について

16困 運動実技　　　　、

23困 医師の話（肥満と成人病）

30困 私の工夫とo&A

11/6$ 運動実技

13困 血液検査・調理実習

20困 検査結果について・修了式

会場健康増進センター　対象本人または家

族に肥満傾向 があり 、事前に健康増進コー

スを受けることができる人(3 ヵ月以内に受

けた人は受診不要) 定員先着30 人　費用

無料( 調理実習の際は 個 につき400 円)

牆]直接または電 話で健康増 進セン ター容

368-1814 番へ

チャンネル

ワ
ー
プ
ロ

ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

パ
ソ
コ
ン
講
座

資
格
講
座



催

し

物

借
地
借
家
の
無
料
相
談

８
月
1
3日
水
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

崑
松
戸
借
地
惜
家
人
組
合

妬

价
a

3
4
5
・
3
5
4
8
番

住

宅

デ

ー

８
月

財一
日

㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
４

時

会

場
市
内

各
所

・
公

園

（
問

い

合
わ

せ
を
）
　

内

容
わ

が
家

の
耐

震

診
断

・
増
改

築

・
営
繕

な
ど

の
住
宅

無
料

相
談
会

、
子

供
工
作

教
室

崑

千
葉

土
建
松

戸
支

部
住

宅

デ
ー
実

行

奮

貝
会

公
3
6
8・
7
7
0
0

番

核

兵

器
の

廃

絶

を

求

め

る
松

戸

反

核
フ

ェ
ス

テ

ィ

バ

ル

８
月
2
4日
㈲
正
午
～
午
後
４
時
3
0

分

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

内
容
冨
田
祐
一
の
ひ
と
り
語
り

・
憲

法
朗
読
劇

人
口
唱
・
原
爆
写

具
展
・

若
者
の
発
表
ほ
か
　
菩
用

三
百
円

鬩
松
戸
反
核
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
・
加
賀
公
3
8
5
・
0
7
4
0

番

世界平和都市宣言事業

「松戸市平和コンサート」

松

戸

歩

こ

う

会

９

月
６
日

出
午

前
７

時
松

戸
駅
市

民

ギ
ャ
ラ
リ

ー
前

集
合

、
午

後
４

時

帰
着

予

定
　

行
き
先

吉
見
百

穴

（
埼

玉

県

）
　

対

象

六
十
五

歳
以

上

の
人

定
員
先

着
五

十
人
　

春
用

保
険
料

四

百
円

（
交
通

費

等
実
費

）

圃

８

月
1
2
日
囚
〔
必

着
〕
ま
で

に

、
往

復
（

ガ
キ
に
住

所
・
氏

名
・
年

齢

・
電

話
番

号

を
記

入

し

て

、
干

票一
松

戸

市

上
本
郷
二
二

七
五
古
田
咲
子
（
0
3
6
3・

4
8
4
8

番

、
午
後

６
時

以
降

）
へ

は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

施

術

を

奉

仕

８

月
2
4日

㈲

午
前
９

時
3
0
分

か
ら

会
場

総
合

福
祉

会
館
　

内

容
は
り

・

き

ゅ
う

・
あ

ん
ま
　

定
員
先

着
六

十

人
　

曹
用

無

料

圃

８
月
1
2
日

㈹
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
希

望
の

施
術

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
松

戸
市

上

矢
切

二

九
九

の
一
総

合
福

祉
会
館

内

身

体

障

害
者

福

祉

セ

ン

タ

ー

（

昔

3
6
8
・
1
4
9
3

番

）

へ

8月19日㈹午後3時から　会場

市民会館　出演タケカワユ半ヒ

デ、市内の小中学校の児童・生

徒の皆さん　曲目モンキーマジ

ック、銀河鉄道999 、ビューテ

ィフルネーム、ガンダーラ伝説

ほか　定員先着1,200 人　費用

無料

圃往復ハガ半に住所・氏名・電

話番号・希望人数(ハガ半1枚に

3人まで)・返信用のあて名を記

入して、〒2ﾜ1松戸市根本38ﾜ の

5松戸市役所総務部総務課へ
タケカ ユキヒデさ ん

星

を

見

る

会

８
月
1
6日
出
子
星

空
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ

ー
ト
＝
午
後
５
時
3
0分
～
６
時
2
0分

②
観
望
会

＝
午
後
７
時
～
８
時
3
0分

会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

・
屋
上

霍

貝
先
着
八
十
人
（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
　
内
容
①

「
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
特
集
②
月

・
木
星
な

ど
を

望
遠
鏡
を
使

っ
て
観
望

（
雨

天

・
曇
天

時
は

ド
ー
ム
内
で
解
説
）

杤
用

無
料

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
昔
3
6
8
・
1
2
3
7

番
へ

森

の

ス

タ

ジ

オ
見

学

会

８
月
７
日
米
午
後
２
時
～
４
時

龠
珊

森
の
ホ
ー
ル
2
1森
の
ス
タ
ジ
オ

内
容
森
の
ホ
ー
ル
2
1の
ス
タ
ジ
オ
を

使
っ
て
、
テ
レ
ビ
番
組
制
作
を
体
験

窖

貝
先
着
十
五
人

昔
用
無
料

圃
８
月
６
日
水
ま
で
に

電
話
で
森

の
ホ
ー
ル
2
1容
3
8
4
・
5
0
5
0

番
へ

常盤平児童福祉館開館30 周年行事

期 日 時　　間 会 場 内　容 費用

8/6feK) 午前10時30 分～11時30 分 １

益

おはなし

キャラバン

無

料
8窗

午前10時30 分～11時30 分

午後IE侍～3時
おばけ大会

9出 午前10時30 分～11時30 分

※駐車場がありませんので車でのご来館はご遠慮＜ださい。

圃]常盤平児童福祉館昔38ﾜｰ3320 番(月曜休館)

「
劇

団
天

童
公
演
」
満
席
の

お
知
ら
せ

８
月
ワ
日
㈲
に
市
民
劇
場
で
行

わ
れ
る
「
劇
団
天
童
公

演
」
は
、

事
前
の
申
し
込
み
制
で
す
。

な
お
、
す
で
に
定
員
に
達
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
を
し
て

い
な
い
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

膸

常
盤
平
児
童
福
祉
館
容
胚
・
3

3
2
0
番

21世紀の森と広場パークセンター催し物8月のおはなしキャラバン

行　事　名 日　　時 講　　師 定 員

こども手作り教室

｢青空のもとでアーﾄ しようよ｣

枝・草・葉などを使って

8/17(1日)

午後1時30 分～3 時30分

ﾈｲﾁｬｰｸﾗﾌﾄ ﾃ ｻ゙ﾞｲﾅｰ

山中琴江氏

小1～中3

28 人

こども自然体験
20 團

午後IE持30分～3 時30分

自然解説員

佐藤隆士氏　松葉光豊氏

小1～小6

20 人

園芸教室

｢秋まき野菜の作り方｣

27 團

午後1時30 分～3 時

みどりの相談員

小林喜代次氏
25人

みどりの教室

｢鳥の生活あれこれ｣

30(土)

午後1時30 分～3 時30分

野鳥写真家

叶内拓哉氏
80人

みどりの講習会

｢ハープの健康への利用法｣

9/7剛

午後1B330 分～3 時30分

ジャパンハープソサエティ

黒澤今日子氏
45人

園芸教室

｢秋植え球根の育て方｣

10 ㈲

午後1時30分～3 時

みどりの相談員

田口峯男氏
45人

園芸教室

｢つる性植物のじ ようずな育て方｣

14日

午後1時30分～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
45人

みどりの講習会　※

｢ワイヤーハンギングバスケット｣

15 竕

午後IE持30分～3 時30分

園芸研究家

丸尾三恵子氏
24人

費
用
無
料
（
※
印
の
み
教
材
費
二
千
円
）

圃

電
話
で
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
公
3
4
5
・
8
9
0
0

番
（
先
着
順
）
へ

期　日 時　間 会　場 内　容

8/13 m 午後3 時30分～4 時 図書館本館 絵本ほか

20 伽 午後3時～3 時40分 小金分館 絵本ほか

27㈲ 午後3時40 分～4 時 図書館本館 絵本ほか

3oea
午前10時30 分～

捐時20分(雨天順延)

坂川親水広場

(上矢切)

紙芝居

人形劇

対
象
三
～
九
歳
　
善
用

無
料
　
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
公
3
7
7
・

0
0
0
0
番

亘
市
立
図
書
館
容
3
6
5
・
5
1
1
5
番

※
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

移動図書館みどり号特別企画　キャラバンミニおはなし会

募
集
し
ま
す

特

別

養

護

老
人

ホ

ー
ム

「
南

花

園
」

職

員

募

集

職
種
保
健
婦
　

勤
務
日
勤
（
午
前

８
時
3
0分
～
午
後
５
時
3
0分
）
　
勤

務
地
南
花
園
内

（
仮
称
）
東
部
地
区

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
河
原
塚

一
〇
二
の
八
）

圃

電
話
連
絡
の
上
、
月
曜
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
に
、

履
歴

書
を
持
参
し

て
直
接
南
花
園

（
昔
3
9
2
・
0
8
8
1

番
）
へ

福

祉
公

社

非

常

勤

職
員

を

募

集

職
種
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
　
採
用
人

数
二
十
人
程
度

資
格
介
護
福
祉
士

ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

一
犬

二
級
課
程
修
了
者
（
市

内
医
療

機
関
、
福
祉
施
設
勤
務
者
を
除
ぐ
）

※
８
月
９
日
出
午
前
1
0時
か
ら
福
祉

公
社
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

夏
賺
松
戸
市
福
祉
公
社
（
総
合
備
祉

会
館
内
）

昔
3
6
8
・
2
9
4
1

番

a/170日)

10:50 ～1 1 : 30 1:00 ～1:30 2:00 ～2:30 3:10 ～3:50

小山

サンゲリーン松戸

下矢切

立身台公園

秋山

日新製鋼社宅

松戸こ丁目

松戸三丁目公園

19 ㈲

10:50 ～11 : 30 １二10～1 二40 2:10 ～2:40 3:20 ～3:50

三ケ月

嶋谷台児童公園

幸　田

第2市営住宅

松 戸

あおぎリ公園

上本郷

アウディ北松戸

20 ㈲

10 : 50～1 1 : 20 1:10 ～1:50 2:10 ～2:50 3:20 ～3:50

和名ヶ谷中台

子供の遊び場

常盤平

やまぶき公園

牧の原

牧の原団地

河原塚 マンション

エクステ東松戸

21 ㈲

10:50 ～11:30 1:10 ～1:40 2:00 ～2 二30 ３二10～3:50

北松戸

仲台公園

千駄堀

水戸工業清和寮

上本郷

三井生命寮横

南花島

中町公園

23(土)

10:50 ～1 1 : 30 １冂O ～1:50 2:10 ～2:40 3:20 ～4:00

高塚新田

梨香台団地

高塚新田

高塚団地

高塚新田

セイコ ー高塚寮

野菊野

野菊野団地

森

の

ホ

ー

ル
2
1
「

ピ

ア

ノ

十

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ー
フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

出

場

者

を

募

集

公

演
日

Ｈ
月
２
日

㈲
（

予

定

）

会
場

森

の
ホ

ー
ル
2
1
大
ホ

ー
ル
　

応

蔓

貫
梅

①
将
来

の
演

奏
家

を
目
指

し

て
、

器
楽
（
ピ

ア
ノ
を
含

む
）
、
声

楽

を
練

習
中

で
音
楽

大
学
入

学
程

度
以

上

の
演
奏
経

験

の
あ

る
人

②

定
例
的

な
活

動
を
行
弓

数

名

の
器

楽
合
奏

団

（

ア
マ
チ

ュ

ア
可

）
　

演

奏

曲
目

各

自

の
レ

パ
ー
ト
リ

ー
か
ら

十
五

分
程

度
で

演
奏

で
き

る
ク

ラ
シ
ッ

ク
音
楽

の
分

野

の
楽

曲
　

募

集
数
三
十

団
体

（
抽

選

）
　

費

用

一
団

体

三
千

円

程

度

（
演
奏
記

録
等

の
実
費

代
）

圃

８

月
1
5
日

金
〔
消

印
有

効

〕
ま

で

に

、
（

ガ
キ
で

〒
2
7
0
松

戸
市
千

駄
堀

六
四

六

の
四

森

の
ホ

ー
ル
2
1
㈱
松
戸

市

文

化

振

興

財

団
公

募

演

奏

会

係

（
0
3
8
4・
2
2
2
1

番

）
へ
募

集

要

綱

を
請
求
し

て
く

だ

さ
い
。

※
こ

の
演
奏

会

の
ス

タ

ッ
フ
（
音
楽

経

験

の

あ

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

人
）
も

同
時

に
募
集

し
ま

す
。
出

場

者

と

同

じ
要

領

で

、
「
ス

タ

ッ

フ
募

集
」
係

へ
お
申

し
込

み
く

だ

さ

い
。

消

費

生

活
専

門

相

談

員

資

格

認

定

試

験

試
験
日
９
月
2
5日
床

試
験
会
場

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
品
川
区
）

申

叺
期

限
８
月
3
1日
㈲

※
消
費
生
活
専
門
相
談
員
は
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
す
る
消
費
生

活
関
連
の
相
談
業
務
を
行

つ
た
め

の
資
格
で
す
。

※
受
験
要
領
は
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
あ
り
ま
す
（
登
3
6
6
・
７
３
２

９
番
）
。

疑
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
資
格
制
度
事

務
局
登
０
４
２
７
・
5
8・
3
1
6
4

番松

戸

ま

つ

り

①
バ

ザ

ー

ル

コ

ー

ナ

ー

②
趣

味

の

店

コ

ー

ナ

ー

③

ふ

る

さ

と

観

光

物

産

展

（
県

人

会

）

コ

ー

ナ

ー

の

出

店

者

を

募

集
受

付
８

月
５

囗

㈹
～
1
5日

蚩

、
各

午
前
９

時
3
0
分
～
午

後
４

時
3
0分

対

象

用
市

内

の
商
工

農
業

者
ど

そ

の

団
倭

堕

巾
民

と
そ

の
団
体

⑤
市
民
に

よ

る
県

人
会
　

内

脊

ぶ
商
店
な

ど

の

目
玉

商
口
屏
②
趣
味

や
才

能
か
ら

生
ま

れ
た

作
口
原

谿

郷

の
特

産
品

・
名
産

品※
松

戸
ま

つ
り

は
1
0月
４

日
出

・
５

日

㈲
に

、
松
戸

駅
周

辺
で
実

施

。

圃

直
接

松
戸
商
工

会

議
所
（

容

巓
・

3
1
1
1

番

）
　
　
へ

自衛官等募集

囃市立図書館登365- 引15 番

平成9 年度

募 集 種 目 資　格 受 付 期 間

2等陸・

海・空士

男子

18歳以上

2ﾜ 歳未満

※常時

女子 ※9/12R まで

曹候補士

※9/9(火)までづ投曹候補学生
18歳以上 。

24歳未満

四 学生
高卒(見込)

21 歳未満

看護学校
高卒(見込)

22 歳未満女子 9/16 W卜10/14W

防衛大学校学生
高卒（見込）

21歳未満

推薦9/5 臘卜10 ㈲

う 投9/16 灰卜10/14W

防衛医科大学校学生 9/16 ㈹～10/14C火)

自衛隊生徒
中卒（見込）

1ﾜ歳未満男子
※11/4 ㈹～1/4(1日)

※平成10 年3月新規高等・中学校卒業予定者の受け付けおよび

試験期日については上表にかかわらず文部・労働両省から示

さ れた期日以降に実施します。

圓 自衛隊松戸募集案内所a389-6540 番 、市役所総務部総務課



日　　時 会場 内　　容　・ 講　　師

９月 ４日㈲

午

で

11う
ＷＶ

ウエディンゲペルを嘸らしたあとに

｢須長さんの家庭奮戦記｣

教育評論家　須長茂夫氏

11日困

家族つで？

｢現代社会における家族の役割｣

順天堂大学医学部助教授　米林喜男氏

18日(木)

も つと知ろう身体のこと！

｢安心して妊娠・出産を迎えるために｣

国立公衆衛生院　林謙治氏

25日困

お父さん 、お母さんになるために！

ビデオ「お父さんへ、赤ちゃんからのメッセージ」

「健康な生活し てますか」健康課保健婦

10月２日㈲
｢楽し＜、つく つてたぺよう料理教室｣

栄養士　橋本園子氏

た
ち
の
所
へ
日
本
髪
を
結

い
に
出
張

し
て
い
た
。
当
時
は
ま
だ
保
健
所
は

な
く
、
く
し
な
ど
の
衛
生
検
査
を
、

大
正

か
ら
昭
和

に

か
け
て

美
容

師

と
し

て
働

く
女

性
の
生

き
方

を
描

い

た

、
Ｎ
Ｈ

Ｋ

の
朝

の

連
続

テ
レ

ビ
小

説

「

あ
ぐ

り

」

を
想

像

し

な

が
ら

、

松
戸

で
美

容

師
に
な

っ
て
五

十
年

と

い
う

、
束
條

智
惠
子

さ

ん
を
訪
ね

た

。

昭
和
五

年

、
智
恵
子

さ

ん

が
三

歳

の
時
に
母

カ
ネ

さ

ん
が
旧
水

戸
街

道

か

ら
少
し

入

っ
た
高

砂
通

り
、
本

町

に

美
容

室
を

開
店
し

た

。
当

時

、
市

内

に

は
美
容
室

は
数

軒
し

か
な

か
っ

た

。戦
前

か
ら

店
を
守

り
、

働
く
母

の

姿

を

見

て

育

っ
た

智

惠
子

さ
ん

が

、

カ
ネ

さ

ん

か

ら

聞

い

た

話

に

よ

る

と

、

店

を

持

つ
前

は

、
「
出

髪
」

と

言

っ
て
、
く
し

と

鏡
を
持

ち

、
医

者

の

奥

さ

ん

や

商

店

の
女

将

さ

ん

、

平

潟

か

い
わ

い
の
遊
廓

で
働
く
女

性

定員先 着３⊃人 費 用無料(10 月2 日の料理教室の み材料費5(Ｘ)円)

鴎 話で 青少年会館む即 石 逕 へ

森のホール21 チケットセンター

チケットガイド

期　日 内　　　容 会場
開　演

時　間
料　　金

8月30日出
劇団影ぼうし公演

太陽のこどもたち～魔法の太鼓～
大ホール 午後2時 全指定席2,000 円

９月20日(土)マランド楽団～タンゴの調べ～ 大ホール 午後4時

Ｓ席　　5,000円

Ａ席　　4,000 円

Ｂ席　　3,000 円

10 月24日窗

地人会公演

｢越前竹人形｣

作：水上勉　主演：有馬稲子

大ホール 午後6時
全指定席3,000 円

学生　　2,000円

26 日⑧
シリーズ「森のリサイタルヤ①

漆原朝子ヴァイオリンリサイタル
小ホール

午後2時

吝回とも

全指定席3,200 円

学生　　2,000円

３回セット券

全指定席9,000 円

学生　　5,000円

11 月30日(日)
シリーズ「森のリサイタル」②

須川展也サキソフォンリサイタル
小ホール

１月25日⑧
シリーズ「森のリサイタル」 子

園田高弘ピアノリサイタル
大ホール

10/11 出

午後4 時開演

フ ィン ラ ンド ・ク オ ピ オ 市立 管 弦楽 団 十ニ ュ ーフ ィル 千 葉

～ カレ リ ア の 想い 出 ～

フ ィ ン ラ ン ド に も 客 演 を 重 ねる 松 戸 市 在 住 指 揮 者 三 原 明人 さ ん が 、現 地 の

音楽 家 仲 間 と オ ー ケ スト ラ を 率 い て 森 の ホ ー ル21 に 登場 。 本 場な ら では の演

奏 には 深 い 叙 情 と 感 銘 が あ り ま す 。 解 説 も 加 え た 親し み や す い 演 奏会 を 皆さ

ん でお 楽し みく だ さ い 。

曲 目 シ ベ リ ウ ス/ 交 響 詩 「フ ィン ラン デ ィ ア」、交 響 詩 「ル オン ノタ ー ル」、「カ

レ リ ア 序 曲」、「カ レ リ ア組 曲 」 ほ かフ ィン ラン ド の 歌 曲 集な ど

会 場 森 の ホ ー ル21 大 ホ ー ル　 料 金 全 指 定 席3,500 円 （学 生2,000 円）

※チケットは､ 森のホール21チケットセンター･ チケットセル･ チケットぴあ ほかで取り扱

｡ つています。

と
き
ど
き
警
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が
行
っ
て
い
た
と

い

美
容
室
を
開
店
し
た
こ
ろ
洋
髪
が

は
や
り
始
め
た
。
初
期
は
、
熱
く
し

た
は
さ
み
型
の
こ
て
を
く
る
く
る
回

し
て
冷
ま
し
、
く
ち
び
る
に
近
づ
け

て
は
温
度
を
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認
し
、
髪
に
ウ
ェ
ー

ブ
を
か
け
て
い
た
。
遠
く
か
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も
お

客
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る
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う
に
な
り
、

特
に
お
盆
と
正
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に
は
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弟
子
さ
ん
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ち
と
夜
明
か
し
で
働
い
た
こ
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も

あ
っ
た
。

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
を
店
に
取
り
入
れ

た
い
と
思
っ
た
カ
ネ
さ
ん
は
、
洋
裁

屋
か
教
師
に
な
ろ
う
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考
え
て

い
た

智
惠
子
さ
ん
に
「
美
容
師
に
は
な
ら
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く
て
い
い
か
ら
、
講
習
会
だ
け
行

っ
て
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
技
術
を
店

に
教
え
て
ほ
し
い
」
と
頼
ん
だ
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
智
惠
子
さ
ん

は
、
二
代
目
と
し
て
美
容
師
に
な
っ

た
。

昭
和

二

十
二
年

の
理

容
師
法

制
定

に
よ

る
第

一
回

の
美
容

師
免

許
試

験

に
合

格
。「
気

づ

い
た

と
き

に
は

、
人

を
き

れ

い
に
し

て
あ

げ
る
こ

と

が
楽

し
く

な

っ
て

い
ま

し

た
。
少

し
く

ら

い
体

の
具

合

が
悪

い
と

き

で
も
、

仕

事

を

し

て

い

る

と

し

ゃ

っ

き

り

し

て

、
仕
事

に
夢
中

で
し

た
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と
振

り

返

る
。

な
じ
み

の
お

客
さ

ん
と
話

題
に

な

る

の
は

、
嫁

・
姑

の
悩
み

や
健
康

の

心
配

な

ど
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し
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る
と
、
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容

室
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き

れ

い
に

す

る
だ
け

で
は

な

く
、
心

も
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れ

る
と
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ろ
な

の
か

も
し

れ

な

い
。

昭
和
三

十
年

ご

ろ
は
、

松
戸
市

と

柏

市
を
併

せ

て
も
、

二
十

四
軒
し

か

な

か

っ
た
美

容
室

が
、
現

在

は
市

内

相談名　　　期　　日

健康保険証を忘れずに

人を美しくすることが楽しくて

美容師50年

東條　 智 惠子さ/。

松
戸
の
あ
ぐ
り
を
探
し
て

今は、娘の美智子さん(三代目)

しています

と切り盛り

だ
け

で
、
三

百
数

十
軒

を
数
え

る
よ

う
に

な

っ
た
。
同

業
者

が
増
え

、
髪

形

の
好

み

も
多
様

化
し

、
競

争
の
激

し

く

な

る
中

で

、
「

ほ
か

の

お
店

に

は
行

か
な

い
の
よ

。
技

術

は

い
い
し

、

着
付

け
も

ピ

カ
一
で
す

か
ら
」

と
常

連

さ
ん

の
支
持

は
厚

い
。

「
お
ま

か
せ
し

ま
す

。
と
言

わ

れ

る

よ
り
、
好
み

を
聞

か
せ

て
も
ら

い
、

お

客
さ

ん
に
満
足

し

て
も
ら

う
こ
と

が
一
番

の
喜

び
で
す
」

七
十

歳

い
ま

だ

現
役

の
東
條

さ
ん

か
ら
元

気
を
も

ら

っ
た

よ
う
な
気

が
し

た

。

（
本
町
在

任
）

人

ひと

○お気軽にご相談＜ださい　８月の相談あんない Ｏ

時　　間 会　 場

◆テレホン案内サービス
………登366-0010番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

◆夜間急病診療所…登368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
………登365-3430番

衛生会館内･午後8時～11時

跏］　 相談名

市

民

相

談

室

奈
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

期　　 日

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

時　　間 会　場
圃 ］

※相談はすべて無料で す。☆印の相談は予約をお願いします。

フィンランド建国80周年記念
国際交流コンサート

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

市民相談室
交通事故

市政･一般
法律相

談

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談
外国人相談

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働相談

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

育児相談

人権相談

心

配

ご

と

相

談

ゆ うまつ ど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労働 相談

就学相談☆

教育相談☆

青少年相談

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉

協
議
会

女性 センター

女性 センター

教育研究所

少 年 セ ン タ ー

すてきにコミュニケーション

～婚前・新婚学級～

救急医療体制
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